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お
盆
は
、
先
祖

や
亡
く
な
っ
た
人

た
ち
が
苦
し
む
こ

と
な
く
成
仏
す
る

よ
う
に
と
、
私
た
ち
が
報
恩

の
供
養
を
す
る
時
で
あ
る
。

　

最
近
で
は
、
お
盆
に
実
家

に
帰
ら
ず
に
休
み
と
し
て
過

ご
す
人
も
多
い
。
自
宅
で
代

わ
り
に
、
ホ
オ
ズ
キ
や
祖
先

の
霊
が
乗
る
と
い
わ
れ
て
い

る
、
き
ゅ
う
り
や
な
す
で
馬

や
牛
を
飾
り
お
線
香
も
た

く
。
今
年
は
、
原
油
高
騰
の

影
響
か
ら
か
、
Ｊ
Ｒ
と
国
内

航
空
線
は
堅
調
だ
っ
た
が
、

国
際
線
と
高
速
道
路
は
前
年

割
れ
と
な
っ
た
。

　

福
田
内
閣
の
支
持
率
は
内

閣
改
造
前
よ
り
上
が
っ
た

が
、
政
権
発
足
時
と
比
べ
る

と
半
分
以
下
に
な
っ
て
い

る
。
原
油
お
よ
び
原
油
材
料

価
格
の
高
騰
、
景
気
後
退
、

景
気
対
策
の
た
め
の
増
税
な

ど
の
理
由
が
あ
げ
ら
れ
る
。

首
相
は
、
与
党
内
で
も
つ
れ

る
臨
時
国
会
の
召
集
日
に
つ

い
て
、
９
月
中
旬
と
表
明
し

た
。「
８
月
下
旬
」
を
目
指

し
て
い
た
が
、
公
明
党
の

「
９
月
下
旬
」
に
押
さ
れ
、

ず
る
ず
る
後
退
し
た
。

　

「
追
い
込
ま
れ
内
閣
改

造
」
も
同
様
に
迷
走
し
て
い

る
。
国
民
の
視
点
に
立
っ
て

い
な
い
き
ゅ
う
り
や
な
す
の

馬
や
牛
に
は
乗
れ
な
い
。

４医療費助成制度改悪へ
　

大
阪
府
が
第
１
回
「
福
祉

医
療
費
助
成
制
度
に
関
す
る

研
究
会
」
を
７
月
28
日
、
府

庁
で
開
い
た
。
同
会
は
、
橋

下
大
阪
府
知
事
の
直
轄
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
歳
出

削
減
案
と
し
て
示
し
た
府
独

自
の
老
人
・
障
が
い
者
・
ひ

と
り
親
家
庭
・
乳
幼
児
の
４

医
療
費
助
成
（
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
）
の
窓
口
負
担
増

や
所
得
制
限
強
化
を
府
下
の

市
町
村
の
各
健
康
福
祉
課
な

ど
と
検
討
す
る
会
だ
。

　

助
成
制
度
の
削
減
案
は
、

窓
口
負
担
を
「
現
行
１
回
５

０
０
円
（
１
医
療
機
関
月
２

回
上
限
、
複
数
医
療
機
関
受

診
の
場
合
は
２
５
０
０
円
上

限
）
か
ら
１
割
負
担
（
月
２

５
０
０
円
上
限
は
維
持
）」

に
、
所
得
制
限
を
「
障
が
い

者
が
障
害
基
礎
年
金
か
ら
特

別
障
害
者
手
当
準
拠
へ
、
乳

幼
児
に
つ
い
て
は
児
童
手
当

特
例
給
付
か
ら
児
童
手
当
準

拠
」
に
強
化
す
る
と
い
う
も

の
で
あ
る
。

　

Ｐ
Ｔ
案
で
は
、
当
初
、
今

年
11
月
か
ら
助
成
削
減
の
実

施
を
目
指
し
て
い
た
が
、
協

会
な
ど
が
取
り
組
ん
だ
制
度

改
悪
反
対
署
名
や
府
民
の
大

き
な
反
対
の
声
に
よ
り
、
実

施
を
来
年
度
以
降
に
引
き
延

ば
さ
せ
て
い
る
。

　

７
月
府
議
会
で
は
、
窓
口

負
担
の
１
割
化
に
つ
い
て
、

徳
丸
議
員
（
民
主
党
・
無
所

属
ネ
ッ
ト
）
が
１
割
負
担
の

導
入
に
よ
っ
て
大
阪
市
で
月

額
上
限
の
２
５
０
０
円
を
超

え
る
償
還
払
い
件
数
が
年
間

５
千
件
か
ら
64
万
件
に
増
え

る
と
し
て
、
市
町
村
で
の
コ

ス
ト
増
大
を
指
摘
し
た
。
黒

田
議
員
（
共
産
）
も
府
民
の

暮
ら
し
の
実
態
か
ら
、
負
担

を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
２
０
０
４
年
以
前
の
制

度
に
戻
す
必
要
さ
え
あ
る
と

受
診
抑
制
に
よ
る
重
症
化
に

つ
い
て
指
摘
、
公
明
党
の
岩

下
議
員
も
、
な
ぜ
再
び
見
直

し
を
検
討
せ
ね
ば
な
ら
な
い

の
か
と
疑
問
を
呈
し
た
。

　

府
健
康
福
祉
部
作
成
の
資

料
に
よ
る
と
、
障
が
い
者
の

所
得
制
限
に
つ
い
て
「
助
成

対
象
の
中
で
当
該
手
当
（
特

別
障
害
者
手
当
）
の
対
象
者

は
約
７
％
で
、
同
手
当
基
準

の
準
用
は
対
象
者
の
実
態
か

ら
乖
離
」
と
指
摘
し
て
お

り
、
異
常
な
強
化
で
あ
る
こ

と
が
伺
え
る
。

　

研
究
会
で
は
、
今
後
、
13

市
町
を
対
象
に
、
窓
口
１
割

負
担
導
入
時
の
影
響
把
握
と

し
て
①
事
業
費
減
少
見
込
み

額
②
償
還
増
加
件
数
③
必
要

な
シ
ス
テ
ム
改
修
費
、
事
務

費―
―

な
ど
、
現
行
制
度
の

実
態
把
握
と
し
て
①
所
得
階

層
別
実
態
②
受
診
日
数
別
実

態―
―

な
ど
の
調
査
を
進
め

る
こ
と
を
決
め
て
い
る
。

　

今
後
、
協
会
は
、
府
下
各

市
町
村
に
向
け
て
４
医
療
費

助
成
の
削
減
に
反
対
す
る
意

見
書
採
択
の
働
き
掛
け
な
ど

の
運
動
を
強
め
る
。

６
面
に
協
会
の
講
習
会
一
覧

　

未
入
会
員
の
先
生
に
、
こ
の
新
聞
を
お
送
り
す
る
に
際
し
、
社
会
保
険
事
務
局
・
各
種
名
簿
な
ど
に
よ
り
情
報
を
取
得
致
し
ま
し
た
。
当
会
が
取
得
し
て
い
る
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
①
ご
入
会
の
ご
案
内
②
当
会
の
新
聞

の
配
布
③
講
習
会
な
ど
の
ご
案
内
④
各
種
共
済
制
度
の
ご
案
内―

―

に
利
用
し
、
こ
れ
ら
以
外
で
利
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、「
今
後
の
郵
送
を
断
わ
る
」
な
ど
の
申
し
出
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
当
協
会
事
務
局
（
TEL�

06
︱
６
５
６
８
︱
７
７
３
１
）・
組
織
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
増
刷
号

今
号
は
大
阪
府
下
の
全
歯
科
開
業
医
の
先
生
方
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
協
会
に
ご
入
会

下
さ
い
。
ご
入
会
、
協
会
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
組
織
部
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

こ
の
７
月
下
旬
、
府
議
会

が
閉
会
し
た
あ
と
、「
大
阪

維
新
」
の
構
想
に
そ
っ
て
二

つ
の
動
き
が
生
ま
れ
た
。

　

一
つ
は
、
９
府
県
・
４
政

令
指
定
都
市
や
経
済
団
体
を

構
成
員
と
す
る
関
西
広
域
機

構
が
、
09
年
秋
頃
を
メ
ド
に

「
関
西
広
域
連
合
」
を
発
足

さ
せ
る
こ
と
で
合
意
し
た
こ

と
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
関
西
政
財
界
が

道
州
制
実
現
に

向
け
て
ス
タ
ー

ト
ラ
イ
ン
に
た

っ
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
関
西

広
域
機
構
の
秋

山
喜
久
会
長

は
、
こ
の
「
広
域
連
合
」
の

目
的
を
説
明
し
て
、「
府
県

が
担
っ
て
い
る
部
分
が
広
域

連
合
に
移
っ
て
く
れ
れ
ば
、

お
の
ず
と
道
州
へ
の
道
に
通

じ
る
と
考
え
ま
す
が
、
ま
ず

は
実
績
を
積
み
上
げ
た
い
」

と
語
っ
て
い
る
（『
朝
日
新

聞
』
３
月
１
日
）。

　

い
ま
一
つ
は
、
橋
下
知
事

割
分
担
を
見
直
す
」
も
の
だ

と
さ
れ
て
い
る
（『
朝
日
新

聞
』
７
月
24
日
）。
府
と
市

町
村
間
の
役
割
分
担
の
見
直

し
と
は
、「
大
阪
維
新
」
が

　

問
題
な
の
は
国
・
地
方
の

役
割
分
担
で
、
大
阪
府
下
の

役
割
分
担
と
は
ど
う
い
う
こ

と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る

か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

活
に
か
か
わ
る
こ
と
は
市
町

村
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
す

る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
教
育
・
福
祉
・

医
療
等
の
住
民
生
活
に
か
か

わ
る
行
政
は
一
切
を
市
町
村

に
委
ね
て
、
大
阪
府
の
ほ
う

は
も
っ
ぱ
ら
道
州
制
に
引
き

継
が
れ
る
政
策
課
題
に
重
点

化
す
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。

　

「
大
阪
維
新
」
が
、
教
育

・
医
療
を
は
じ
め
住
宅
・
文

化
等
の
府
民
生
活
に
直
結
す

る
予
算
に
大
な
た
を
ふ
る
っ

た
の
は
、
単
に
財
政
再
建
の

た
め
だ
け
で
は
な
く
、「
ミ

ニ
福
祉
国
家
」
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
き
た
大
阪
府
政

を
解
体
す
る
意
図
が
橋
下
知

事
の
胸
に
あ
っ
た
が
た
め
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

�

（
つ
づ
く
）

が
、
府
予
算
案
成
立
後
の

「
次
の
一
手
」
と
称
し
て
、

「
地
域
主
権
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
」
の
発
足
を
打
ち
出

し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
は
、「
府
と
市
町
村
の
役

国
に
た
い
し
て
掲
げ
た
「
基

礎
自
治
体
優
先
の
原
則
に
基

づ
き
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
の
役
割
分
担
を
見
直
し
、

大
幅
な
権
限
委
譲
を
進
め
る

こ
と
」
と
い
う
要
望
事
項
に

そ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

橋
下
知
事
の
口
か
ら
直
接

に
そ
の
狙
い
を
聞
く
と
す
れ

ば
、
知
事
は
「
大
阪
維
新
」

を
説
明
し
た
場
で
、
ま
ず

「
今
の
自
治
体
、
特
に
府
庁

の
予
算
の
範
囲
で
は
、
住
民

の
皆
さ
ん
が
求
め
る
よ
う
な

住
民
サ
ー
ビ
ス

を
す
べ
て
ま
か

な
う
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
」
と

述
べ
て
い
る
。

　

そ
の
結
論

は
、「
住
民
生

ミ
ニ
福
祉
国
家
と
し
て
の
大
阪
府
の
解
体

府
と
市
町
村
の
役
割
見
直
し

検　　証

－２－

『
橋
下
改
革
』

（
神
戸
大
学
発
達
科
学
部
教
授
）

二
宮　

厚
美

窓
口
負
担
増
と
所
得
制
限
強
化
を
検
討

本
歯
科
大
学
名
誉
教
授
）

は
、
歯
周
病
は
菌
に
よ
る
感

染
症
で
、
菌
が
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
を
形
成
し
、
①
機
械
的

清
掃
に
よ
る
膜
の
除
去
（
Ｐ

Ｍ
Ｔ
Ｃ
の
応
用
）
②
抗
菌
剤

の
応
用
③
免
疫
療
法
の
応
用

（
リ
ン
パ
球
の
Ｔ
細
胞
・
Ｂ

細
胞
・
Ｎ
Ｋ
細
胞
の
応
用
）

―
―

な
ど
が
効
果
的
で
あ
る

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
鴨
井
氏
は
、
生
活

習
慣
を
改
善
し
て
健
康
を
増

進
す
る
こ
と
が
重
要
と
し

て
、
全
身
疾
患
で
あ
る
動
脈

硬
化
・
心
臓
病
・
骨
粗
鬆
症

・
肺
炎
・
喫
煙
・
糖
尿
病
・

肥
満
・
高
脂
血
症
な
ど
が
、

歯
周
病
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
か
に
つ
い
て
、
詳

し
く
説
明
し
た
。
特
に
歯
周

病
は
セ
ル
フ
ケ
ア
（
自
助
努

力
）
が
大
切
で
、
生
活
習
慣

の
変
容
に
よ
っ
て
改
善
が
認

め
ら
れ
る
と
強
調
し
た
。

　

平
川
光
彦
地
区
責
任
者
が

挨
拶
で
、
地
区
も
加
盟
し
て

い
る
豊
中
社
保
協
が
マ
イ
ケ

ル
・
ム
ー
ア
監
督
の
映
画

『
シ
ッ
コ
』
の
無
料
上
映
会

を
９
月
９
日
に
豊
中
で
開
く

旨
を
報
告
し
た
が
、
鴨
井
氏

も
『
シ
ッ
コ
』
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
ア
メ
リ
カ
型
に
、
日

本
の
医
療
を
し
て
は
い
け
な

い
と
指
摘
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
公
的
医
療
保

険
が
な
い
ア
メ
リ
カ
は
、
民

　

協
会
の
北
大
阪
地
区
は
７

月
27
日
、
千
里
阪
急
ホ
テ
ル

で
講
習
会
「
歯
周
病
と
全
身

疾
患
と
の
関
係
」
を
開
き
、

１
２
０
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
鴨
井
久
一
氏
（
日

北大阪地区

「
歯
周
病
」講
習
会
に
１２０
人

生
活
習
慣
の
変
容
で
改
善
認
め
る

全身疾患が歯周病に与える影響を説明
する鴨井氏＝７月27日、豊中市内 　　

間
保
険
に
入
る
し
か
な
く
６

人
に
１
人
が
無
保
険
で
、
毎

年
１
万
８
千
人
が
治
療
を
受

け
ら
れ
ず
に
死
ん
で
い
く
実

態
を
描
い
て
い
る
。
私
は
イ

ラ
ク
戦
争
の
賛
否
は
分
か
ら

な
い
が
、
お
そ
ら
く
ア
メ
リ

カ
兵
の
戦
傷
者
の
数
よ
り
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
は
確
か
に
テ
ロ
よ
り
怖

い
医
療
問
題
で
あ
る
。

�

（
吹
田
市
・
糠
谷
吉
秀
）

局地的豪雨による
浸水被害について

被害にあわれた先生はご一報を
　局地的集中豪雨が府内各地で起こ
り、被害をもたらしました。被害を
受けられた人たちに、心からお見舞
いを申し上げます。
　同豪雨による浸水被害にあわれた
会員の先生におかれましては、協会
までご一報くださいませ。�（管理部）

大
阪
府


